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長雨の影響  

■長雨による塩分濃度の低下の可能性 
 7月末から8月中旬まで宮城では雨の降らない日はなく，日

照時間も大変短い。この長雨の影響と思われるのがFig.1のウ

シガエルの幼生（おたまじゃくし）である。七北田川河口で

採集した個体で，2011年からの調査において初めて観察した

両生類である。上流の淡水域から流されてきた個体と考えら

れるが，カエル等の両生類は塩分に対する耐性が低く，海に

生息する種は存在しない。長期にわたる降雨により両生類が

生息できるほど河口の塩分濃度が下がったと考えられる。 

 

 

■イシガレイは外海へ 
 今回の調査ではイシガレイの稚魚は2匹しか採集できなかっ

た。全長は6.0cmと8.5cmでFig.2は8.5cmの個体である。これ

までの調査で，イシガレイは7～8月に8cm程度に成長し外海へ

移動すると考えられる。Table.1はこれまでのイシガレイの採集

日と平均全長で，個体数は少ないが今回の調査のデータも加え

てある。8.5cmの個体はいつ外海へ移動してもおかしくない大

きさであり，多くのイシガレイは外海へ移動したと思われる。  

（Table.1 採集日と平均全長） （佐藤 賢治） 

（Fig.1 ウシガエルの幼生） 

（Fig.2 イシガレイ） 
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